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P25
Lithosp血eric　Evolution　of　Gondwana　East　fヤom　lnter曲ciplinary
　　　　　　　　　　　　　　　　IDeep　Surveys（LEGEN1）S）
L茄yD．Brown1，　Alf旨ed　Krone子，　Chns　Powell3，　Bnan　F．　Windlげand＊Masaki　Kanao5
　　1（70m6〃砺Wアぷ輌ち㌧物尼砺We”∫リタ3刀ヒe㎝舵郡」砂qr汐θぷ励λμ3ぴ頑44〔加Wア3」ケqμε輌cε蛎万
　　　　　　　　　　　　　　　　　5励o励加ガ鋤飽（ゾアo㎞Reぶ■仰℃白
　　Systematic　exploration　of　the　◎ont㎞ental
lithosphere　by　d㏄p　seismic　reflection　profi1垣g　over　the
past　20　ye訂s　has　revolutionized　our　view　of曲e　deep
cnlst　a匝d　upPer　mantle．　　Spec鋤ul型r　though　tbese
results　have　b㏄n，　the　suweys　have　b㏄n　1血i¢d　l紅ge秒
to　National　PPog【a皿s　m　dlose　coun㎞es　with　t｝鰺
5nanCial燗0田℃eS　tO　mO㎜t　l㎜Ch　e叩enSiVe
geophysical　ini紅atives、　Thus，　while　m｛Uor　neりworks　of
deep　seismic　pmfiles　now　span　Nonh　Amer輌ca，　Europe，
Japan　and　Aus仕alia困ew　Zealand，　much　of　the　wodd’s
continents　rema面　unsampled．　　Although　rece飢
muhinational　e丘brts　have　ppoduced　impor㎞t　d㏄p
geophysical　transects　of　such　key　targe姪　　as　the
Himalayas／Tibet（INDEPTH），也e　Urals（URSEIS）and
the　Andes（ANCORP），　most　of　Asi鶴A飼ca，　Sou血
Am耽a　and　Ant孤℃hca　remain’εr頑ηco9η加in㎏ms
of　mode叫high㏄solu口on　deep　seismic　imagnlg．
Flom　a　goological　persp㏄tive，　p《油aps　the　largest
expanse　of　unexplored　continental　lithosphete　lies　in
血ose　廿agmen⑮　dlat　wαe　once　p爪　of　tbe
superconti皿ent　of　Gondwa頭and，　W“h　the　excepdon
ofAus仕aHIL　which　pion㏄red出e　us¢of　deep　renec60n
survey㎞g　s血㏄the　1％0’s，　few　seismic　p節ofiles　exist　to
delineate　the　gross　s仕ucture，　much　less此details，　of
◎on血emal　a民1Utectu民of　this　re夢on　which　played
such　an　important垣storical　role　in　the　development　of
pht tectonic　theo丹．
　 W6　suggest也at　it　is　now血neωconsider　a
comprehensive　pro9㎜of　d㏄P　geophysical　surveys，
cored　 by　　seismic　　reflection　　profilmg，　to　　p酌Dbe
Gondwξmaland．　Geological　a血d　geo喝hemical　studies
of　the　r㏄ks　in　East　Afhc隅Madagascar，　Indi隅Sn
Lank隅Austy磁a飢d　East　Antarctica　nOW　PK踊de　a
f㎞basis　fbr㎞99eoぽtonic　questions　that　can　be
addτess d　by　such　surveys．　New　seismic　tec㎞ologies
ma㎞swveys　is　p民viousb　remo起眠as　much　mo民
practicaL　Fur血㎝ore，　d鵬ptese【臆4ay　dispersal　of　the
加gmenG　of　Gondw紐al頗d　make　m卿of伽記
geological　pmblems　accessible　to　ma血e　deep　seismic
pPo狙血9，　which　is　consi（㎞ably　less　expensive伽m
s㎞ilar　surveys　on　land．　The　East　Afncan　O拍Dgen（also
㎞own　as　Mozambique　belt）is　the　site　of　ocean　clos鵬
and　　　continental　　olr　　terrane　　　◎011ision　　　in　　　也e
Neoprotepozo c， wben　tbe　C《）ng（畑Kalah紅i　bloCks
conve㎎ed　w江h　Iロdia　and　East　Anta民tica　to　‘orm
Gondwanaland．　　The　s血β　of　也e　collision　zone　is
d頭㎡卵abm孤l　bd輪脚erd　h㎜岨ki1㎝⑳
wide，　of　gra山es，　gneisses　and　high’grade　me鋤morphic
I℃ck 　involved in也e◎016sion，　whicMs　a随10gous　to
也eCenozoic　co1血sion　betw㏄n　India　and　Asia　D㏄P
erosion　has　exposed　at　sur飴ce政）cks　of　the　collision
一106一
zone　to　middle　imd　lower　c旭磁dq曲s，　yet吐鰺re夢㎝
is　s6U　under1曲by　an　appar㎝dy血1いhickness　of
continental　cn・t．
　　Now　we　pれ。po記to　condロct　sei緬c　and　odler
geophysical　expenm㎝ts　fronl　the　c白ω血c　pa“s　of　East
A飼ca　d瞳ough　dle　collisi㎝z㎝e　to　craωnic　Indi隅血e泊
fbllowed　t〈）con血ue　血ω　East　An鋤c虚c　Archaean
craωn．　Madagascar　is　the　keystone　in　the　t㏄㎞c
P頁）丘le　because出e　suture　between　Indian　and　Cong（卜
K舳訂acra⑩田p蜘垣1y㎜s血ou頭出e　i㎡md．
The陀ate　several　models丘）r　wheTe　dle　sut田e　might　lie，
and　a　real　possibility　exists　tha目here　may　be　mαe　than
one　branch　of　the　Neoproterozoic　Mo㎜biq鵬o㏄an
that　closed　d血9也e◎ollision．　Also，　we　n《鴻d⑩
inves匂gate　whe由er　m旬or　crustal　bαmdaries
recognized　by　geological　mapP血g　ex民ndωdep也and
condnue　acr。ss　the　Gondw孤孤　廿agme瓜
Gondwanaland　r㏄ons仕uctions　place　the　westem
margin　of　India　a《蓼a㏄nt　to　Madagascar　which，　in　t㎎
1ies　a《ヵa㏄ntωSomali駕Kenya　and　Tanzania．　A
comple民ロaverse　throu…典也e◎ollision　zone　can　be
made　at出e　ladtudes　of　Dar・Es－Salaam　m　Tanzam軋
An㎞1㎞vo．　and　Tulear　ln　Madagascar　and　Pa可im
and　Bangloτe　m　southem　Indぬ，丘nally　concludillg　wilh
surveys　on⑩Napier　Complex　of　A就arctica　This
pmme，　ca．2，500㎞10ng　in伽（拓ndw副加d
reconstmcdo恥crosses仕om　unde飴med　ca．3Ga　old
cra⑩ns　on　eidler　end，口K）ugh　a　bmad　zone　ofca．2．5（治
C㎝丘n㎝励cmst　hea㎏d　and　pぬally　me1民d　in　dle　l｛砲
Neopr鵬rozoic孤d　wross也e　si砧of　the　now
卿畑ed　Nθo昨rozoic　Mo㎜bique（光e紐．
　　As　㎞　East　Ant紅℃dca，　a　plolect　ω　s佃dy　the
“Stru 加爬　　and　Evolunon　of　lhe　East　Anta㏄丘c
Lidlosphere（SEAL）‘’has　ah℃ady　b㏄n　underway　s諭1㏄
也e　1996－1997　aust「al　㎜e『　口　widUn　the
丘amewcぽk　　of　the　　J司panese　　Antarctic　　】㎞℃h
Exp頭d㎝σAR ）．　Scveral　geologica1孤d　geophysicd
餌veys　have輪眠d　on　d卿頭smic鰺丘ac60n／wide－
angle　re9㏄do勧prob㊤g　of伽撫t　Antarcdc　cra⑩n．
Tbe　ul 面a缶go討of　SEAL　is⑩ob㎞n　a　whole　crust垣
s㏄tion of　the　various　geological　k証Tains，　㎞
Wes任nl　Enderby　LandωEas缶m　Que㎝Maud　Land
and　rangh9輌n　age丘㎝Archean　to　early．Paleozdc．㎞
the　austral s㎜er　season　of　2000，　tbe　first　deep
seismic　pmbe　was　conduct劇on　an　i㏄血et血the
nonh m　Mizuho　Pla缶au　of　the　LU伽w・Holm　Complex
（LHC）．　The　LHC　expene匝ced　regiond　me協morph量sm
in血e　la民・P拍。砧rozoic　k）Paleozoic，孤d　was　under
compぎessional　s岱ess　pe【pendicu1紅k汕e㎞al　axis
d面ng　me白mo叩桓sm　in　500　Ma．　At　150　Ma　ext斑aon
due⑩b民ak・up　of　the　Gondw狐a　super鴫ゆn血ent血
co吋uncdon　with　Antapctica／Au舗オalia・1頑a　r血ng
i duced up1鍾t　of　mantl《ハロ1a泌ri泣a㎡臓1plating　of
the田C．　The　SEAL　geot迦sect曲us◎ons面加匡砧s　an
impo伽t　le d　e㎞㎝t　Ibr　d㏄p皿smk膓exploradon　of
G ndw孤akmd．　SynΦesis　of　these　res山ts　with　the
P狛Dposed　pmogra面n　of野stematic　seism輌c　exp】oration　of
neighbo血g　elemems　of（拓ndwana　should　o飽r　m句or
n w　i匝6ights　into　hσw　con6nen白l　Iithos1P』　bodl
amalgamates　加d　b肛eaks　up，　with　impo血nt
㎞Plica匂㎝s㎞both　continental任寓｝㎞ics　aod　nanロa1
『esOU鵬ass SS釦nent，
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P26　AN「osTRAT／sDLs（地震探査データライブラリシステム）の現状
　　　　　　棚橋学（産総研地圏資源環境）、Jon　Childs、　Alan　Cooper（USGS）
Present　status　ofANTOSTRAT／SDLS（Seismic　Library　System）
　　　　　　　　Manabu　Tanhashi（AISTIGSJ），　Jon　ChUds　and　Alan　Cooper（USGS）
これまでの経緯
　ANTOSTRAT　は　Antarc6c　（）臨hore　Acoustic
Stra6graphy　Committee（南極海域音響層序委員会：
現在はAntarcdc　O魅hore　Stta6graphy　Prqiect）とし
て発足し、南極海域の反射法地震探査データの相
互利用、共同解析を主な目的としていた。中心的
な課題として、南極周辺海域でマルチチャンネル
地震探査を行っている国々が取得したマルチチャ
ンネル地震探査データへの相互のアクセスを可能
とするために、地震探査データライブラリシステ
ムSeismic　Data　Library　System£or　Coopera6ve
Research（SDLS）を作成することで合意し、1991
年にボンの南極条約協議国会議（ATCM）において、
その構築が勧告XVI－12として採択された。
　その内容はデータ取得時から4年以内にデータ
をSDLSへ登録し、取得後8年間はデータ取得者
間の共同研究のために用い、取得者の同意なしに
コピーできない。その後はWorld　Data　Cen鰺rなど
において公開するというものである。SDLSは10
の国に支所を持ち、教育、データ保護、データ保
管という3つの機能を持っている。これまで、SDLS
はCD－ROMの製作、配布、支所での保管という
方法でデータの相互利用、管理を行ってきた。
　SDLSの管理のための費用はUS－NSF（・・93）と
Osservatorio　Geofisico　Sperimentale（Trieste，　Italy）に
よって引き受けられてきた。SDLSは1998年末ま
ではSCAR／ANTOSTRATプロジェクトによって、
その後は専門家グループによって管理されてきた。
　これまでに、33枚のCD－ROMが製作されてお
り、公開されたデータはアメリカのNOA〃NGDC
から購入可能である。（http：〃www．ngdc．noaa、gov／
mgglfliers／98mggO2．htm1）
　これまでに作成されたCD－ROM（および初期の
データのマイクロフィルム）のセットが、日本の
支所である産総研の棚橋の元に保管されている。
関心がおありの方はご連絡いただけば、8年を経
過したデータについてはコピーを作成して提供し
たいと考えている。（tanahashi－m＠alstgojp）
今後のSDLSの課題
　1999年Wellingtonで行われたANrOSrRAT／
ANTIMEワークショップにおいて、今後のSDLS
に関するワークショップが開かれ、次のような課
題が指摘された。
・ MCSデータを取得しているすべてのグループ
　によるSDLSの運営方針の検討
・ SDLSの技術的なアップデート、アップグレー
　ド
・ タイムリーなデータの登録のための新しい手続
　きの確立
・ SCARの南極マスターデータディレクトリ及び
　その共同データ管理グループとのリンクの確立
・ 陸上および海上のMC　SデータをSEGYフォー
　マットで完全に提供し入力すること
・ 南極MCSデータのイメージをオープンにアク
　セス可能なようなWWW経由で、　SDLSの知的
　所有権を保証するポリシーに見合った画像の作
成
SDLSの将来
　本年9月844日にイタリアエリーチェで開催さ
れるANrOSTRATシンポジウムにおいて、今後の
SDLSに関する議論が予定されている。
　本発表では、SDLSに登録されているデータを
PCを用いて紹介し、今後の方向性について示す
予定である。
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P27 S2⇒K4ダビングによる昭和VLBI実験の処理
　　福崎順洋1★、澁谷和雄2、寺家孝明3＃、土井浩一郎2＋
　1国土地理院、2国立極地研究所、3総合研究大学院大学、
　＃第39次越冬隊員、★第40次越冬隊員、＋第41次越冬隊員
　　Proce88ing　of　the　data　of　Syowa　VLBI　expeτiment　by　dubb血1g　S2桓to　K4
　　　　　Yb8h丑血1o　FUKUZAKI　1★，　Kazuo　SHIBUYA　2，　Takaaki　JIKE　3＃，　Koid血o　DOI　2＋
1Geographical　Survey　Institute・2Nationai　In8titute　of　Po匂r　Resear晦3G】喧duate　Univer8ity　ofAdvanced　S血die8
　　　　　　　　　　　　　　　　　＃JARE39，★JARE40，＋JARE41
1．はじめに
　第39次隊より昭和基地にてV6ry　Long　Baseline
伍te㎡pometry（VLBI）観測を行い、南極プレート
運動や昭和基地周辺の地殻変動を精密に計測する計
画が開始された。第41次隊までに、26回の観測
が行われている。
2．VLBI観測網
　VLBI観測を行うためには、その原理上、相手局
となる観測施設が必要となる。JAREでは、昭和局
の他に、Hobart局（オーストラリア）および
HartRAO局（南アフリカ）を加えた3局の観測網
を用いて、定期的にVLBI観測を行う計画を開始し
た（昭和VLBI実験と呼ばれている）。この昭和実験
では、データの記録方式に関して、3局とも共通の
記録方式がないために、昭和局はK4（日本式）、
Hobart局およびHartRAO局ではカナダで開発され
たS2という方式を採用している。
3．記録方式の変換
　共通の記録方式で記録していないため、データ処
理（相関処理）を行うためには、S2方式からK4方
式への記録方式変換（ダビング）が必要になる。国
立天文台三鷹相関局では、宇宙空間VLBI計画
（VSOP）のため、　S2方式をK4方式に記録方式変
換する機器を有していたが、天文観測の相関処理を
目的としていたために、ダビングの際に、通常の測
地目的の観測時に記録される時刻スタンプ（時刻同
期に必要な目印）がデータ中に埋め込まれないとい
う問題があった。
　この問題を解決するため、寺家他（2000）は、三
鷹相関器（FX相関器）で昭和実験の処理を行い、
FX相関器の処理データから測地解を得ることがで
きるようにソフトウェアの開発を行った。それに対
し、本研究では、通常の測地用相関器で処理できる
ように、S2方式をK4方式に変換する際に、時刻ス
タンプを埋め込む方法を開発した。
　時刻スタンプをデータ中に埋め込むために、国立
天文台で開発された時刻スタンプを生成・付加する
装置（VM200）を利用した。　S2方式の再生装置か
らは、観測テープに書き込まれている1秒おきの時
刻スタンプが再生・出力される。また同時に、時刻
スタンプに同期した1秒おきのパルス〈1PPS）も生
成される。このIPPSをVM200に入力し、埋め込
む時刻スタンプに同期させることにより、あたかも
記録時に時刻スタンプを埋め込んだように、データ
を加工することが可能となった。
4．ダビングおよび相関処理
　ダビング作業は、国立天文台三鷹相関局で行われ
た。現在まで、5つの観測分のダビングが行われて
いる。相関処理については、国土地理院のKSP型相
関処理装置を用いて行われた。時刻スタンプを埋め
込んでダビング処理されたデータのうち、1999
年11月のデータに関して相関処理が行われ、正常
にフリンジ（相関ピーク）が得られている。
5．解析
　現在、基線解析が進められているが、速報として、
昭和一Hobart間の基線長が得られている。昨年のシ
ンポジウムで報告した国際的な観測網（COHIG実
験）における観測結果と誤差の範囲で一致しており、
この方法で正常に基線解が得られることが確認され
ている。
6．参考文献
寺家孝明他（2000）：取相関器のための測地解析
　　ソフトウェアの開発と、南極VLBI実験への適
　　用、第20回南極地学シンポジウム講演要旨、
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P28 ラングホブデGPS固定点による露岩域変動測定
木村　勲（国土地理院）　瀬尾徳常（海上保安庁水路部〉
Monitonng　local　crustal　de拓㎜at沁n　by　using也e　GPS　remote　base　station　in
　　　　　　　　　　　　　　　　　　Langhovde
Isao　Kimura（GSI）　Noritune　Seo（Hydrographic　Department　Japan　Coast　Guard）
はじめに
　第41次南極地域観測隊では，ラングホブデ雪鳥
沢に無人連続観測を行うGPS固定点を2◎00年1月
に設置した．その後約1年間，2000年2月から2001
年2月まで取得したGPSデ…タを使い，昭和基地
との基線解析結果と，並行して取得した温度データ
ロガ…の結果を報告する．
GPS　1完占の　　＾
　昭和基地の南方約27kmのラングボブデ雪鳥沢地
区に設置したGPS観定点は，沿岸域では初，南極
大陸では6番目となるGPS連続観測施設である．
第36次南極地域観測隊で昭和基地に初めてIGS（国
際GPS地球力学事業〉の南半球の重要なポイント
として，GPS連続観測システムが設置されたが，そ
れに続く観測点で，太陽電池と風力発電機を有した
無人連続観測装置である．装置の構成は，GPSアン
テナ，GPS受信機，デ…タ収録装置蓄電池等でデ
ータサンプリングを120秒インターバルで，1日1
ファイル生成し，収録装置に1年間のデータを保存
できる．通信機器がないため，1年後にデー一タを手
動で吸い｝二げるようにしている．
　　　　　　　Gps固定観測装置
　　　　　　　　・玄桐亨嚢覆
一　・麗＼昔，　．捲騨
㌫．．．　　埠腿鴛
霧づ
レ
　　　》
　　　恒
ユ　　↓・、
　　　荒＋与宮裟輿
　観測データは，2001年2月に2（X）0年2月から2001
年2月までのデータを回収したが，太陽電池が使え
ない極夜期に稼働する予定であった風力発電装置が
強風によると思われる過充電で，蓄電池が破壊して
おり，20CO年5月15｝］から8月14日まで約3ヶ
月欠測となっていた．また，原困不明のデータ欠測
も2001年1月に15臼間あった．
　多くの欠測が生じた理由は，昭和基地に設置した
観測点とは違い，越冬中も1，2回しかメンテナン
スができないうえ，通信機器がないため，機器のト
ラブルにすぐに対処できないためである．なお，第
42次南極地域観測隊では、風力発電装置に新たな
過充電防止器を設置して改良を加えた。
士坦とまとめ
　基線解析結果では，極夜期のデータが欠測したた
め，季節変動のような1年間通しての変動は捉える
ことができなかったが，基線長で最大格差が3．6cm
あった．しかし，これは国内での電子基準点と比較
しても基線長27㎞では大きな格差ではない．
　また，沿岸域に設置したGPSの観測装置として
は初めての機器であったため，観測状況を把握する
ひとつとして温度データロガーを機器収納保温箱の
内外に取り付けた．その結果，7月に気温は最もド
がり、マイナス34．8Cを記録している．平均気温は
収納保温箱の内側でマイナス9．2Cであり，最低気
温はマイナス30C以ドにはなっておらず，観測機
器の耐寒温度には｝’分対応できていたことが判明し
た．
　今後最新の観測結果報告が昭和基地から伝えられ
るであろうから，その結果を踏まえ，さらなる改良
を加えていく予定である．
おわりに
　なお，本報告にあたり，GPS固定点設置に支援い
ただい第41次南極地域観測隊員，保守およびデー
タ取得に協力いただいた第42次南極地域観測隊員
に心からお礼申し上げます．
Gps霊吉観詞宕覆不≒書
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当板橋区役所前
Itabash1－
kuyakusho
　　　　　徒歩15分
東武東上線：下板橋駅から
　　　　　徒歩15分
板橋区役所前・新板橋から
　　　　　徒歩12分
板橋
tabashi
新幹線
Shlnkan蛤n
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